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各地の 土壌にお けるフ ェ ニ トロ チオ ン 分解細菌の 多様臨解析

た 　こ か な 　こ　　 か つ や ま ち　え 　 　 さめ しまれ い こ 　 　 はや つ ま さひ と
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【目的】これ まで い くつ かの有機 リン系農薬分解菌が分離され、その分解遺伝子や酵 素の 性

質が明 らかに されて い る。 しか しそれ らの分離源にお ける分解菌群集の多様陸は調べ られて

い ない
。 こ の ため分離株が土壌中の主要な分解菌であるか どうか は不明で ある。そこ で本研

究では 日本国内の 土壌にお ける有機 リン系農薬フ ェ ニ トロ チオ ン分解菌の多様 性を調べ 、主

要な分解菌と既知の分解遺伝子の分布につ い て検討 した 。

【方法】日本の 4 地点の 耕地 土壌を用い て マ イ ク ロ コ ズ ム を作成 し、そ こ ヘ フ ェ ニ トロ チオ

ン を定期的に散布 した。各土壌よ り分解菌を多数分離 し、16S　rDNA 塩基配列 を決定 した 。

分離した分解菌の 中か ら代表株 を選び 、
フ ェ ニ トロ チオ ン とその分解産物に対する資化能を

調べ た 。 また代表的な有機 リン加水分解遺伝子 oρd と 、 フ ェ ニ トロ チオ ン分解産物の
一
連の

代謝を担 う2 つ の オキシ ゲナ
ーゼ遺伝子 mhqA と mhqB の有無を調べ た。 次に土壌中の フ ェ

ニ トロ チオ ン分解菌の 菌数 と多様 性の 経時変化を調べ た 。 また分離株の フ ェ ニ トロ チオ ン代

謝経路を推定 した。

【結果 と考察】土壌よ り 5 つ の属の分解菌を分離した 。 フ ェ ニ トロ チオ ン散布土壌か らは

BCtr’tonella
、
　Burkholderia

、
　 Cupriavidus、　 PseUiomonczy、 1？hizobiumが分離 され、無散布土壌か ら

は BmTtonellaが分離された 。 分離株の うち最 も多く分離され たの は Bzarkholderiaで あっ たこ と

か ら 、 土壌中の フ ェ ニ トロ チオン の 分解には β躍 物 娩 磁 が優 占的に関与 して い るこ とが示

唆 された 。 分離 した Burkholderiaは 10種類の リボタイプに区別 され 、 系統樹 内で 2 つ の ク ラ

ス タ
ー

と 1 つ の 分離株に分かれた。
Bartonellaはフ ェ ニ トロ チオン を資化 しなか っ た 。 また分

離株の 系統発生 と mhqA ・JnhgB の 分布には相関が無か っ た。

一
方全て の 土壌におい て 、フ ェ

ニ トロ チオ ン を繰 り返 し散布す る とフ ェ ニ トロ チオ ン 資化能を持つ Burimolderia　reの 1種類

の菌株が優 占的に増加 した 。 これ らは 同 じ フ ェ ニ トロ チオン 代謝経路を持つ と推定され た 。
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